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　東京都がまとめた「未来の東京」戦略では、危機を乗り越え、明るい未来の東
京を切り開くための目指すべきビジョンと戦略が示された。50年、100年先も豊
かさにあふれる持続可能な都市をつくるため、大胆な発想で未来を構想し、大都
市東京の責務として地球規模の大きな課題に果敢に挑戦・克服する中で、「成長」
と「成熟」が両立した都市・東京を目指してゆく。新たな都市づくりには最先端
の技術とともに、社会基盤整備の担い手として「成長」し「成熟」する建設産業
の存在が不可欠となるだろう。

成長・成熟する東京へ

2021年 盛夏 日本工業経済新聞社
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国
土
交
通
省
は
、
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
気
候
変
動

へ
の
対
応
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の

実
現
に
向
け
て
戦
略
的
に
取
り
組
む

べ
き
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

「
国
土
交
通
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、
グ
リ

ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
着
実
に
実
行
し

て
い
く
た
め
の
体
制
と
し
て
、
７
月

19
日
に
は
赤
羽
一
嘉
大
臣
を
本
部
長

と
す
る
「
国
土
交
通
省
グ
リ
ー
ン
社

会
実
現
推
進
本
部
」
の
初
会
合
を
開

き
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事
項
な

ど
を
確
認
し
た
。

　

分
野
横
断
・
官
民
連
携
の
視
点
か

ら
、
30
年
度
ま
で
の
10
年
間
に
重
点

的
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
①

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
拡
大
等
に
つ
な
が

る
ス
マ
ー
ト
で
強
靱
な
く
ら
し
と
ま

ち
づ
く
り
②
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
た
自
然
共
生
地
域
づ
く
り
③

自
動
車
の
電
動
化
に
対
応
し
た
交

通
・
物
流
・
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
④
デ
ジ
タ
ル
と
グ
リ
ー
ン
に
よ

る
持
続
可
能
な
交
通
・
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
⑤
港
湾
・
海
事
分
野
に
お

け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
、
グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
⑥
イ
ン
フ

ラ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
循
環
型
社

会
の
実
現
―
。

　

国
土
交
通
省
と
総
務
省
は
６
月
15

日
付
で
、
全
国
の
地
方
自
治
体
に
対

し
て
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
向

け
た
環
境
整
備
の
た
め
の
適
正
な
入

札
・
契
約
の
実
施
を
求
め
る
通
知
を

出
し
た
。
技
能
労
働
者
の
賃
金
に
つ

い
て
「
お
お
む
ね
２
％
以
上
」
の
上

昇
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
旗
印
に
官

民
で
取
り
組
み
を
進
め
る
に
当
た

り
、
公
共
工
事
の
受
注
者
に
よ
る
適

正
利
潤
の
確
保
を
通
じ
て
賃
金
引
き

上
げ
に
向
け
た
環
境
整
備
が
図
れ
る

よ
う
に
、
①
安
定
的
・
持
続
的
な
公

共
投
資
の
確
保
②
適
正
な
予
定
価
格

の
設
定
・
適
切
な
契
約
変
更
の
徹
底

③
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
さ
ら
な
る
徹

底
―
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
。
賃
金

引
き
上
げ
に
向
け
た
地
方
自
治
体
発

注
工
事
の
環
境
整
備
と
し
て
、
地
方

自
治
体
に
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共

投
資
の
確
保
を
求
め
る
の
は
極
め
て

異
例
と
な
る
。

　

工
事
の
品
質
確
保
や
担
い
手
の
育

成
・
確
保
に
必
要
な
適
正
利
潤
の
確

保
を
図
る
た
め
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策

の
さ
ら
な
る
強
化
と
し
て
低
入
札
価

格
調
査
基
準
お
よ
び
最
低
制
限
価
格

に
つ
い
て
、
２
０
１
７
年
の
中
央
公

契
連
モ
デ
ル
よ
り
以
前
の
モ
デ
ル
を

採
用
・
準
拠
し
て
い
る
場
合
、
国
交

省
が
今
夏
に
も
各
市
町
村
等
の
算
定

方
式
や
設
定
範
囲
等
の
基
準
の
設
定

状
況
の「
見
え
る
化
」を
実
施
す
る
。

ま
た
、
低
入
札
調
査
に
よ
る
排
除
の

実
施
状
況
が
著
し
く
低
い
自
治
体
に

は
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し

て
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
働
き
掛

け
る
方
針
だ
。

　

低
入
札
価
格
を
下
回
る
受
注
に
お

け
る
履
行
確
保
措
置
の
拡
充
も
図

り
、
手
抜
き
工
事
防
止
や
下
請
け
へ

の
し
わ
寄
せ
排
除
等
の
観
点
か
ら
、

契
約
履
行
徹
底
の
た
め
の
５
つ
の
措

置
（
か
き
く
け
こ
）
を
推
進
す
る
。

具
体
的
に
は
「（
か
）
監
督
・
検
査

の
強
化
」「（
き
）
技
術
員
の
増
員
」

「（
く
）
下
請
け
業
者
へ
の
公
正
・

透
明（
ク
リ
ア
）な
支
払
い
の
確
認
」

「（
け
）契
約
保
証
額
の
引
き
上
げ
等
」

「（
こ
）
工
事
請
負
契
約
に
係
る
指

名
停
止
措
置
の
強
化
」
を
行
う
た

め
、
一
連
の
取
り
組
み
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
た
。

　

さ
ら
に
、
建
設
企
業
が
将
来
の
見

通
し
を
持
ち
な
が
ら
、
技
能
労
働
者

等
の
安
定
的
な
雇
用
を
図
る
た
め

に
、
地
方
自
治
体
で
計
画
的
な
社
会

資
本
整
備
や
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靱
化
対
策
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
加

え
、
担
い
手
を
育
成
・
確
保
す
る
観

点
か
ら
も
、
中
長
期
的
な
見
通
し
の

下
で
安
定
的
・
持
続
的
な
公
共
投
資

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
的

　

ま
ち
づ
く
り
の
関
係
で
は
、
Ｌ
Ｃ

Ｃ
Ｍ
住
宅
・
建
築
物
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ

Ｅ
Ｂ
等
の
普
及
促
進
、
木
造
建
築
物

の
普
及
拡
大
、
イ
ン
フ
ラ
等
に
お
け

る
太
陽
光
、
下
水
道
バ
イ
オ
マ
ス
、

小
水
力
発
電
等
の
地
域
再
エ
ネ
の
導

入
・
利
用
拡
大
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、
都
市
内

エ
リ
ア
単
位
の
包
括
的
な
脱
炭
素
化

の
推
進
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

自
然
共
生
地
域
づ
く
り
で
は
、
流

域
治
水
と
連
携
し
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン

フ
ラ
に
よ
る
雨
水
貯
留
・
浸
透
の
推

進
、
都
市
緑
化
、
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
保
全
・
再
生
・
活
用
、
官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
活
動
拡

大
等
を
通
じ
た
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

の
社
会
実
装
な
ど
を
計
画
す
る
。

　

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
対
応

と
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に

よ
る
省
Ｃ
Ｏ
２
の
推
進
、
建
設
施
工

分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
推

進
、
革
新
的
建
設
機
械
の
導
入
拡

大
、
道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
鉄
道

の
省
エ
ネ
設
備
、
ダ
ム
の
再
エ
ネ
導

入
、
下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ

ス
の
省
エ
ネ
化
、
質
を
重
視
す
る
建

設
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
を
図
る

＝
下
表
＝
。

　

国
交
省
で
は
、
現
場

を
持
つ
強
み
や
技
術
力

を
生
か
し
、
社
会
シ
ス

テ
ム
の
変
革
に
挑
戦
す

る
と
と
も
に
、
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
の
鍵
は

「
連
携
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
関
係
省
庁
と
の

連
携
に
よ
る
縦
割
り
打

破
、
地
方
自
治
体
や
民

間
事
業
者
等
と
の
連
携

も
進
め
る
な
ど
、
持
続

可
能
で
強
靱
な
グ
リ
ー

ン
社
会
を
将
来
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
指

す
。

官民連携の新たな動きが加速
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
始
ま
る

賃
金
引
き
上
げ
へ
環
境
整
備

推進本部の初会合で今後の進め方を確認した
（7月19日）

な
発
注
や
中
長
期
的
な
公
共
工
事
の

発
注
見
通
し
の
作
成
・
公
表
に
努
め

る
こ
と
を
求
め
た
。

　

適
正
な
予
定
価
格
の
設
定
等
の
関

係
で
は
、
▽
見
積
も
り
活
用
時
の
妥

当
性
確
認
の
徹
底
（
不
当
な
乗
率
の

設
定
取
り
や
め
）
▽
積
算
内
訳
（
工

事
設
計
書
）
の
適
時
公
表
▽
設
計
変

更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
公
表
、
適
正
履

行
▽
歩
切
り
の
根
絶
徹
底
―
の
取
り

組
み
を
特
に
強
化
す
る
。

　

適
正
な
積
算
に
基
づ
く
設
計
書
金

額
の
一
部
を
不
当
に
切
り
下
げ
て
予

定
価
格
と
す
る
「
歩
切
り
」
に
関
し

て
は
、
行
っ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
地

方
自
治
体
が
16
団
体
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
を
受
け
、
国
交
省
が
直

接
個
別
に
是
正
の
働
き
掛
け
を
実
施

し
た
結
果
、
全
て
の
団
体
で
歩
切
り

を
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
設
計
書
金
額
と
予
定
価

格
が
同
額
で
あ
る
団
体
は
１
６
８
１

団
体
（
見
直
す
方
向
で
検
討
中
の
１

団
体
含
む
）、
端
数
処
理
等
を
行
っ

て
い
る
の
は
１
０
７
団
体
と
な
っ

た
。

　

国
交
省
で
は
、
入
札
制
度
等
の
改

善
が
進
む
よ
う
本
年
度
か
ら
原
則
全

て
の
都
道
府
県
で
公
契
連
を
開
催

し
、
市
区
町
村
へ
の
直
接
的
な
働
き

掛
け
や
情
報
共
有
を
通
じ
て
取
り
組

み
を
浸
透
さ
せ
る
ほ
か
、
改
善
状
況

を
調
査
し
て
い
く
方
針
で
あ
り
、国
・

都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
さ
ら
な
る

連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

インフラのライフサイクル全体でのカーボンニュートラル、循環型社会の実現

《持続性を考慮した計画策定、インフラ長寿命化による省CO2の推進》
● 社会面、経済面、持続可能性を考慮した環境面等のさまざまな観点から行う総合的な検討の下、計画を合理
的に策定する取り組みを積極的に実施、インフラ分野のライフサイクル全体の観点からのCO2排出状況把握
手法の調査検討

《省CO2に資する材料等の活用促進、技術開発等》
● 新技術に関する品質・コスト面等の評価、公共調達での低炭素材料や工法の活用促進、環境負荷低減に係る
技術開発

●直轄工事において企業のカーボンニュートラルに向けた取り組みを評価するモデル工事等の実施

計
画
・
設
計

《建設施工分野における省エネ化・技術革新》
●産業部門のCO2排出量の1.4％を占める建設施工分野のカーボンニュートラルを推進
●ICTを活用した施工の効率化・高度化、中小建設業への普及促進
●革新的建設機械（電気、水素、バイオマス等）の導入・普及を促進

建
設
施
工

《インフラサービスにおける省エネ化の推進》
●道路：道路照明灯のLED化、道路照明施設の高度化
●鉄道：省エネ設備等によるエネルギー消費効率の向上
●空港：GPU導入促進、空港車両のEV・FCV化等による施設・車両のCO2排出削減、再エネ拠点化
●港湾：カーボンニュートラルポート形成の推進
●ダム：再エネ設備等の導入・改修の推進
●下水道：省エネ設備・再エネ電源の導入、省エネ技術の普及

供
用
・
管
理

《質を重視する建設リサイクルの推進》
●廃プラスチックの分別・リサイクルの促進等による建設副産物の高い再資源化率の維持
●リサイクル原則化ルールの改定
● 建設副産物のモニタリングの強化、建設発生土の適正処理促進のためのトレーサビリティシステム等の活用

更
新
・
解
体
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
実
施
件
数
が
増
加

　

国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
の
実
施
状
況
に
よ
る
と
、
２
０

２
０
年
度
の
直
轄
土
木
工
事
で
は
Ｉ

Ｃ
Ｔ
施
工
の
実
施
対
象
公
告
件
数
２

９
４
２
件
の
う
ち
、
約
81
％
の
２
３

９
６
件
で
実
施
し
た
。
都
道
府
県
・

政
令
市
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
の
公
告
件

数
が
前
年
比
ほ
ぼ
倍
増
の
７
８
１
１

件
、
実
施
件
数
は
１
６
２
４
件
と
な

り
、
い
ず
れ
も
前
年
度
比
で
件
数
は

大
幅
に
増
え
て
い
る
＝
表
参
照
＝
。

　

20
年
度
の
直
轄
工
事
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
実
施
件
数
の
内
訳
は
、
土
工

が
１
９
９
４
件
、
舗
装
工
が
３
４
２

件
、
浚
渫
工
（
港
湾
）
が
63
件
、
浚

渫
工
（
河
川
）
が
28
件
、
地
盤
改
良

工
が
１
２
３
件
だ
っ
た
。都
道
府
県
・

政
令
市
で
も
公
告
件
数
、
実
施
件
数

と
も
に
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
大
幅
に
増
え
た
公
告
件
数
に
対

し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
に
対
応
で
き
る
建

設
業
者
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
実

施
率
は
前
年
比
で
下
が
っ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
対
象
と
な
る
起
工

測
量
か
ら
電
子
納
品
ま
で
の
延
べ
作

業
時
間
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、
従

来
施
工
と
比
較
し
て
、
土
工
お
よ
び

浚
渫
工（
河
川
）で
は
約
３
割
、
舗
装

工
で
は
約
４
割
、
浚
渫
工（
港
湾
）で

は
約
１
割
の
縮
減
効
果
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
直
轄
工
事
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
の
受
注
実
績
分
析
に
よ

る
と
、
地
域
を
地
盤
と
す
る
Ｃ
・
Ｄ

等
級
の
企
業
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
経
験

し
た
企
業
は
受
注
企
業
全
体
の
約
半

分
だ
っ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
新
た
に

経
験
し
た
企
業
は
58
社
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
中
小
建
設
企
業

へ
の
拡
大
に
向
け
た
方
策
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

中
小
建
設
企
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

拡
大
に
向
け
、
国
交
省
が
20
年
度
か

ら
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
を
用

い
な
い
簡
易
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
は

１
１
０
件
で
実
施
。
21
年
度
も
継
続

し
、
さ
ら
な
る
活
用
拡
大
を
目
指
し

て
い
く
。

　

中
小
建
設
企
業
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を

普
及
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
国
交
省
で
は
施
工
規
模

や
内
容
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
使

い
分
け
を
明
確
に
し
、
コ
ス
ト
と
生

産
性
を
両
立
さ
せ
る
。
工
事
規
模
・

内
容
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
使
い
分

け
の
ほ
か
、
新
技
術
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
汎
用
製
品
に
つ
い
て
建

設
現
場
へ
の
導
入
を
検
討
し
「
誰
で

も
」「
ど
ん
な
時
で
も
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備

を
進
め
る
。
近
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
促
進

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

て
、
具
体
的
な
検
討
に
入
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
に
関
し
て
、
都
市
部

や
市
街
地
で
行
う
修
繕
工
事
等
で
は

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
測
量
が
困
難
で
あ

り
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で

レ
ー
ザ
測
量
を
行
う
場
合
も
障
害
物

が
あ
っ
て
複
数
回
測
量
を
実
施
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
効
率
的
な

中
小
建
設
業
へ
普
及
加
速
出
来
形
管
理
（
面
管
理
）
が
困
難
な

状
況
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
小
規
模
な
現
場
で
は
マ
シ

ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
施
工
を
行

っ
て
も
機
械
の
稼
働
率
が
低
く
、
コ

ス
ト
面
で
割
高
と
な
る
場
合
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
小
型
施
工
機
械
の
マ
シ

ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
技
術
な
ど
が
開
発
さ

れ
て
い
る
。
今
後
は
、
施
工
規
模
の

大
き
い
現
場
、
狭
小
箇
所
の
現
場
で

の
新
技
術
の
現
場
実
証
、
基
準
類
の

整
備
を
促
進
し
、
生
産
性
向
上
を
加

速
さ
せ
る
。

　

さ
ら
に
、
携
帯
電
話
の
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ

Ｒ
機
能
（
光
を
用
い
た
測
距
技
術
）

を
使
っ
た
測
量
技
術
や
、
グ
リ
ー
ン

レ
ー
ザ
に
よ
る
水
中
測
量
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
新
技
術
が
開
発
さ
れ
て
き

て
い
る
た
め
、
新
技
術
や
汎
用
製
品

の
利
活
用
方
法
、
導
入
内
容
を
検
討

し
、
簡
易
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る

よ
う
な
環
境
整
備
を
行
い
、
現
場
の

最
適
化
を
目
指
す
。

　

な
お
、
直
轄
土
木
工
事
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
工
種
に
つ
い
て
、
22

年
度
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
構
造
物
工
の

「
橋
梁
上
部
工
」
や
「
基
礎
工
」
の

ほ
か
、
中
小
建
設
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
小
規
模
工

事
へ
の
適
用
に
向
け
て
「
床
堀
工
」

と
「
小
規
模
土
工
」
に
も
工
種
拡
大

を
検
討
す
る
。

　

国
土
交
通
省
の
交
通
政
策
審
議
会

が
東
京
圏
に
お
け
る
今
後
の
地
下
鉄

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
在
り
方
に
関
す
る

提
言
を
ま
と
め
、
７
月
15
日
に
赤
羽

一
嘉
大
臣
へ
答
申
し
た
。
注
目
の
東

京
８
号
線
（
有
楽
町
線
）
の
延
伸
と

都
心
部
・
品
川
地
下
鉄
構
想
に
関
し

て
は
、
事
業
主
体
の
選
定
や
費
用
負

担
の
調
整
を
早
急
に
進
め
、
早
期
の

事
業
化
を
図
る
べ
き
と
強
調
。
両
路

線
の
事
業
主
体
に
は
東
京
メ
ト
ロ
が

適
当
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
示
し

た
。
ま
た
、
東
京
圏
の
地
下
鉄
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
東
京
メ
ト
ロ
の

役
割
を
踏
ま
え
た
株
式
売
却
の
在
り

方
等
も
提
言
し
て
い
る
。

　

都
心
部
・
臨
海
地
域
地
下
鉄
構
想

に
つ
い
て
は
今
後
の
臨
海
部
の
都
市

づ
く
り
と
と
も
に
、
常
磐
新
線
延
伸

（
Ｔ
Ｘ
）
と
の
接
続
を
含
め
、
事
業

化
に
向
け
て
関
係
者
に
よ
る
検
討
の

深
度
化
を
図
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

答
申
を
受
け
て
、
赤
羽
大
臣
は
①

首
都
・
東
京
の
地
下
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
充
②
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
等
を
図
る
た
め
の
東
京
メ
ト
ロ
の

完
全
民
営
化
の
促
進
③
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
要
す
る
財
源
の
確

保
―
と
い
う
長
年
の
課
題
を
「
同
時

に
解
決
す
る
道
筋
を
示
し
て
い
た
だ

い
た
」
と
し
た
上
で
、
関
係
者
と
連

携
し
「
新
線
整
備
の
前
提
と
な
る
公

的
支
援
や
東
京
メ
ト
ロ
株
式
の
確
実

な
売
却
な
ど
必
要
な
取
り
組
み
を
進

め
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

東
京
８
号
線
（
有
楽
町
線
）
の
延

伸
は
「
豊
洲
〜
住
吉
」
の
延
長
５
・

２
㎞
が
対
象
で
、
事
業
費
に
は
約
１

５
６
０
億
円
を
想
定
。
品
川
地
下
鉄

構
想
は
「
白
金
高
輪
〜
品
川
」
の
延

長
２
・
０
㎞
を
対
象
区
間
と
し
、
事

業
費
に
は
約
８
０
０
億
円
を
試
算
す

る
。
国
交
省
が
２
０
１
９
年
３
月
に

行
っ
た
調
査
で
は
、
い
ず
れ
も
新
線

区
間
の
収
支
は
費
用
便
益
比
・
収
支

採
算
性
と
も
に
、
お
お
む
ね
良
好
と

さ
れ
て
い
る
。

　

事
業
主
体
に
関
し
て
は
、
い
ず
れ

も
東
京
メ
ト
ロ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
関
連
性
が
あ
り
、
運
賃
水
準
や
乗

換
利
便
性
な
ど
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
、
整
備
段
階
で
の
技
術
的
な
観

点
か
ら
も
、
同
社
に
対
し
て
事
業
主

体
と
し
て
の
役
割
を
求
め
る
こ
と
が

適
切
と
し
た
。

　

さ
ら
に
同
日
、
赤
羽
大
臣
は
東
京

都
の
小
池
百
合
子
知
事
と
面
談
し
、

東
京
都
と
連
携
し
て
東
京
８
号
線
延

伸
と
品
川
地
下
鉄
に
つ
い
て
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
、
臨
海
地

下
鉄
に
関
し
て
都
が
主
催
す
る
検
討

会
に
国
交
省
も
参
画
す
る
こ
と
、
東

京
メ
ト
ロ
の
株
式
売
却
手
続
き
を
進

め
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

新
た
な
地
下
鉄
路
線
の
整
備
に
よ

り
、
首
都
東
京
の
競
争
力
強
化
や
地

下
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
便
性
向
上

と
い
っ
た
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

東
京
圏
に
お
け
る
地
下
鉄

２
路
線
は
早
期
事
業
化
を

　

国
土
交
通
省
は
２
０
２
１
年
度
か

ら
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
対
象
と

す
る
新
た
な「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」

を
策
定
し
た
。
近
年
頻
発
す
る
災
害

や
高
齢
化
等
に
よ
り
一
層
対
応
す
る

た
め
、
全
て
の
電
柱
の
削
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
初
め
て
計
画
に
位
置

付
け
た
。
５
年
間
で
約
４
０
０
０
㎞

の
新
た
な
無
電
柱
化
に
着
手
す
る
。

赤
羽
一
嘉
大
臣
は
「
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
新
設
電
柱
を
増
や
さ
な
い
と

い
う
考
え
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
道

路
上
の
電
柱
の
み
を
対
象
と
し
て
い

た
計
画
か
ら
、
全
て
の
電
柱
の
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
初
め
て
盛
り

込
ん
だ
」
と
し
た
上
で
、
経
済
産
業

省
や
総
務
省
、
電
線
管
理
者
等
と
連

携
し
な
が
ら
「
新
設
電
柱
設
置
の
抑

制
も
含
め
、
無
電
柱
化
を
加
速
し
て

い
く
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

　
「
新
設
電
柱
を
増
や
さ
な
い
」
で

は
、
特
に
緊
急
輸
送
道
路
の
電
柱
を

減
少
さ
せ
る
方
針
で
、
毎
年
電
柱
が

７
万
本
増
加
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、新
設
電
柱
の
増
加
要
因
を
調
査
・

分
析
し
、
本
年
度
中
に
削
減
に
向
け

た
対
応
方
策
を
取
り
ま
と
め
る
。

　

徹
底
し
た
コ
ス
ト
縮
減
の
推
進
で

は
、
地
方
自
治
体
へ
の
普
及
を
図
る

な
ど
取
り
組
み
を
進
め
、
25
年
度
ま

で
に
平
均
し
て
約
２
割
の
コ
ス
ト
縮

減
を
目
標
に
掲
げ
る
。

　

事
業
の
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
も
図
る
考
え
で
、
無
電
柱
化
の
完

了
ま
で
に
７
年
を
要
し
て
い
る
現
状

に
対
し
、
発
注
を
工
夫
す
る
な
ど
事

業
の
迅
速
化
に
よ
り
、
事
業
期
間
を

平
均
４
年
へ
と
半
減
さ
せ
る
。

　

東
京
都
の「
未
来
の
東
京
」戦
略
で

も
都
内
全
域
の
無
電
柱
化
を
一
層
推

進
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、

さ
ら
な
る
加
速
化
が
見
込
ま
れ
る
。

社会資本整備に新時代の波

無
電
柱
化
推
進
計
画
で

全
電
柱
の
削
減
目
指
す

●ICT施工の実施状況（直轄工事） 単位：件

工　種
2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

土　工 1,625 584 1,952 815 1,675 960 2,246 1,799 2,420 1,994
舗装工 ― ― 201 79 203 80 340 233 543 342

浚渫工（港湾） ― ― 28 24 62 57 63 57 64 63
浚渫工（河川） ― ― ― ― 8 8 39 34 28 28
地盤改良工 ― ― ― ― ― ― 22 9 151 123
合　計 1,625 584 2,175 912 1,947 1,104 2,397 1,890 2,942 2,396
実施率 36% 42% 57% 79% 81%

※複数工種を含む工事が存在するため、合計欄には重複を除いた工事件数を記載

●都道府県・政令市の実施状況 単位：件

工　種
2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

公告件数 公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

公告
件数

うちICT
実施

土　工 84 870 291 2,428 523 3,970 1,136 7,811 1,624
実施率 ― 33% 22% 29% 21%

●需要推計・事業性の検討結果

路線 延長 事業費 輸送人員／日 費用便益比

東京8号線
（豊洲～住吉） 5.2㎞ 約1,560億円 約27.3万～

31.6万人 2.6～3.0

品川地下鉄
（白金高輪～品川） 2.0㎞ 約800億円 約13.4万～

14.3万人 2.5～3.1

無電柱化の推進に関する目標

１.無電柱化の対象道路
　・防災：市街地の緊急輸送道路、長期停電や通信障害の防止の観点で必要な区間など
　・ 安全・円滑な交通確保：バリアフリー法に基づく特定道路、通学路、歩行者利便増
進道路など

　・景観形成・観光振興：世界遺産周辺、重要伝統的建造物群保存地区など
２.計画目標・指標
　高い目標を掲げた前計画を継承

目標を達成するため「防災・減災、国土強靱化のための加速化対策」で着手する約
2,400㎞も含め、新たに4,000㎞の無電柱化が必要

〈進捗・達成状況を確認する指標〉
①防災
　・電柱倒壊リスクがある市街地等の緊急輸送道路の無電柱化着手率 38％→52％
②安全・円滑な交通確保
　・特定道路における無電柱化着手率 31％→38％
③景観形成・観光振興
　・世界文化遺産周辺の無電柱化着手地区数 37→46地区
　・重要伝統的建造物群保存地区の無電柱化着手地区数 56→67地区
　・歴史まちづくり法重点地区の無電柱化着手地区数  46→58地区
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平
素
よ
り
弊
社
の
事
業
に
格
段
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
度
優
秀
工
事
等

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
来
な
ら
ば
工
事
等

に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
功
績
を
た
た
え
、

皆
さ
ま
一
堂
に
会
し
て
頂
き
表
彰
式
を
執

り
行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
依
然
続
く
中
、

表
彰
式
は
実
施
し
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
何
卒
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
東
支
社
優
秀
工
事
等
表
彰
は
、
弊
社

の
高
速
道
路
事
業
の
一
翼
を
担
い
、
技
術

の
発
展
に
貢
献
し
、
日
々
ご
尽
力
頂
い
て

い
る
会
社
、
技
術
者
の
方
々
を
顕
彰
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
び
関
東
支
社
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
た
14
工
事
４
業
務
な
ら
び
に

事
務
所
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
12
工
事
１

業
務
の
全
31
社
の
皆
さ
ま
は
、
令
和
２
年

度
に
し
ゅ
ん
功
及
び
完
了
し
た
78
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昨
年
は
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
生
活
様
式
、
働

き
方
や
仕
事
の
あ
り
方
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激
変
し
、
企
業

活
動
に
も
さ
ま
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ま
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約
を
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け
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
は
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こ
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で
経
験
の
な
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禍
の
中
、
現
場
に
携
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。

　

ま
た
、
関
東
支
社
管
内
で
は
、
４
車
線

化
や
大
規
模
修
繕
な
ど
重
交
通
路
線
の
交

通
規
制
等
の
制
約
や
狭
隘
な
施
工
ヤ
ー
ド

で
の
厳
し
い
現
場
環
境
な
ど
難
易
度
の
高

い
技
術
が
求
め
ら
れ
る
工
事
が
多
く
、
皆

さ
ま
に
よ
る
安
全
確
保
に
配
慮
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
、
新
た
な
技
術
や
合
理
的

施
工
の
提
案
、
創
意
工
夫
な
ど
は
、
今
後

の
工
事
管
理
及
び
技
術
の
向
上
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
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高
速
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さ
ま
ざ

ま
な
社
会
活
動
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支
え
る
重
要
な
交
通
イ

ン
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ラ
で
あ
り
、
24
時
間
３
６
５
日
を
通

し
て
安
全
か
つ
安
定
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
社
会
的
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
人
々
の

価
値
観
や
社
会
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
弊
社
と
し
て

も
、
そ
う
し
た
変
化
を
的
確
に
捉
え
な
が

ら
、
社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
役
割
・
使
命

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
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中
で

も
、
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り
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け
「
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ラ
老
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対
応
」「
高
速
道
路
の
機
能
強
化
」「
自
然

災
害
へ
の
対
応
」
の
３
点
を
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
追
求
し
推
進
し
て
い
く
所
存

で
す
。
引
き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

結
び
に
、
工
事
の
し
ゅ
ん
功
ま
た
は
業

務
の
完
了
ま
で
、
多
大
な
ご
尽
力
を
頂
い

た
こ
と
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
貴
社
の
従
業
員
な
ら
び
に

協
力
会
社
の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
益
々
の

ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
御
礼
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

良峰透・執行役員関東支社長あいさつ

社会資本整備を通じ地域の発展に貢献する優良企業

多大な尽力に改めて感謝

卓
越
し
た
技
術
は
他
の
模
範

　NEXCO東日本関東支社の2021年度
（令和３年度）の優秀工事等表彰が実
施され、昨年度に完成した工事および
業務の中から、成果が優秀と認められ
た31件を選定した。内訳は支社長表彰
が工事14件、業務４件、管内事務所長
表彰は工事12件、業務１件となった。
受注者は今後、同社が実施する条件付

き一般競争入札の総合評価落札方式の
評価項目の「表彰実績」において加点
され、技術力のある企業としてアドバ
ンテージを得る。本年度もコロナ禍に
より表彰式典という晴れの舞台は用意
されなかったが、これらの工事・成果
は良質な社会資本整備として後世まで
残るだろう。

■工 事 名　千葉東金道路　舗装補修工事
■工　　期　2018年10月6日～2020年6月26日
■ 工事概要　千葉東金道路及び首都圏中央連絡自動車道
の舗装補修、ガードケーブル設置、野呂PAのバリアフ
リー化及び園地休憩施設等改修を行った工事
■ 受賞理由　千葉東金道路及び首都圏中央連絡自動車道
の舗装補修を着実に進めるとともに、 併せて施工する
野呂PAのバリアフリー化と園地の改修にあたり、専
門家による検討会からの指示事項に対して発注者並び
に設計会社と綿密な調整を図り、施工体制を強化する
など迅速に対応して事業全体の工程促進に寄与し工事
を完成させた

日瀝道路株式会社
工程管理優秀工事

■ 業 務 名　東北自動車道　佐野サービスエリア舗装設
計
■工　　期　2019年12月21日～2020年10月15日
■ 業務概要　東北自動車道　佐野SA（下り線）におけ
る舗装設計及び標識基本設計等を行った業務
■ 受賞理由　施設整備や商業施設改築などSAリニュー
アル関連の多工種が輻輳するなかで、休憩施設の機能
を確保しお客さまサービスの低下を最小限に留めるた
め関連部 署と綿密な調整を図り、工事進捗に応じた
詳細な施工ステップを策定し、工事中でも８割の駐車
ますを確保する施工計画を立案するなど迅速かつ確実
に業務 を実施した

大成エンジニアリング株式会社
優秀業務

■工 事 名　常磐自動車道　谷和原管内舗装補修工事
■工　　期　2018年4月11日～2020年9月6日
■ 工事概要　常磐自動車道　三郷JCT～岩間JCT間及び
首都圏中央連絡道　常総IC～神崎IC間における本線、
ランプ及び橋梁の舗装補修を行った工事
■ 受賞理由　重交通量路線に三郷スマートICが併設し
て交通流が複雑な厳しい条件での三郷トールバリアの
舗装補修の施工にあたり、円滑な交通流を確保した分
割施工の立案や、施工段階応じた最適な規制パターン
の計画策定など、安全管理及び工程管理に配慮し無事
故無災害で工事を完成させた

常盤工業株式会社 関東支店
優良工事

■ 工 事 名　首都圏中央連絡自動車道　島名第一橋（下
部工）工事
■工　　期　2019年3月12日～2021年1月19日
■ 工事概要　首都圏中央連絡自動車道　常総IC～つくば
中央IC間における島名第一橋の下部工を行った工事
■ 受賞理由　擁壁工基礎部の施工にあたり、確認された
支障物に対して構造の見直しの検討も要するなかで、
３者協議会にて構造・工法決定に資する対策工の積極
的な提案や現地試験等に迅速に対応するとともに、現
地に即した施工計画を立案し支障物を適切に処理し無
事故無災害で工事を完成させた

株式会社秋山工務店
優良工事

■ 工 事 名　上信越自動車道 松井田妙義IC～佐久IC間
路上照明設備更新工事　
■工　　期　2019年12月21日～2021年2月12日
■ 工事概要　上信越自動車道　松井田妙義IC～佐久IC
間の路上照明設備の更新を行った工事
■ 受賞理由　施工優先度が高い他工事と施工範囲が重複
するなか、他工事の進捗や工程を常に把握して工程調
整を綿密に行って柔軟に対応するとともに、自ら考案
した専用の試験器具を用いて光軸調整の精度向上と取
付け時間の短縮を図り所定の期間内に設置するなど、
工程管理及び品質管理に努め無事故無災害で工事を完
成させた

イガラシ綜業株式会社
優良工事

■工 事 名　常磐自動車道　守谷SA給水設備工事　
■工　　期　2020年1月23日～2021年4月16日
■ 工事概要　守谷SA（下り線）において井戸設備の新
設、千代田PA（上り線）、美野里PA（下り線）にお
いて給水設備の新設を行った工事
■ 受賞理由　受水槽設備更新作業は、給水管路が大口径
管のため従来は夜間凍結工法による数時間の断水を要
したが、特殊バルブを使用した不断水工法の提案によ
り、商業施設やお客さまが利用するトイレへの影響が
生じることなく昼間作業による作業効率化を図るな
ど、品質管理及び工程管理に配慮し無事故無災害で工
事を完成させたこと

株式会社日さく 東日本支社
優良工事

2021年度優秀工事等表彰特集 NEXCO東日本
関東支社管内

（順不同）
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